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令
和
5（
2
0
2
3
）年
度
レ
ポ
ー
ト

◇
特
別
展

第
38
回
国
民
文
化
祭

　
第
23
回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭

い
し
か
わ
百
万
石
文
化
祭
2
0
2
3

白
山
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
サ
ー
キ
ッ
ト

「
生
誕
1
3
0
年
中
川
一
政
展

百
花
繚
乱
―
芸
術
の
魅
力
と
そ
の
生
き
方
―
」

会
期
：
10
月
7
日
〜
11
月
26
日

国
民
文
化
祭
の
地
域
文
化
発
信
事
業
「
白
山
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
サ
ー
キ
ッ
ト
」（
市
立
博
物
館
・
千
代
女
の
里

俳
句
館
・
当
館
合
同
開
催
）
の
一
環
と
し
て
、
中
川
一

政
（
1
8
9
3
-1
9
9
1
・
文
化
勲
章
受
章
者
）
の
生
誕

1
3
0
年
記
念
展
を
開
催
し
ま
し
た
。
絵
画
に
と
ど
ま

ら
ず
、
書
や
陶
芸
、
挿
画
や
装
丁
、
ま
た
短
歌
や
詩
、

随
筆
な
ど
幅
広
い
創
作
活
動
を
展
開
し
た
一
政
の
芸
術

は
ま
さ
に
「
百
花
繚
乱
」
と
言
え
ま
す
。

本
展
で
は
、
詩
情
豊
か
な
初
期
作
か
ら
独
自
の
画
法

を
模
索
す
る
中
期
作
、
そ
し
て
自
得
し
花
開
い
た
円
熟

期
作
か
ら
自
身
に
限
界
を
定
め
ず
生
み
出
し
続
け
た
晩

年
作
ま
で
、
作
品
や
関
連
資
料
78
点
を
展
観
し
、
画
業

の
変
遷
や
創
作
姿
勢
、
ま
た
多
彩
な
芸
術
の
魅
力
に
迫

り
ま
し
た
。
ま
た
、
本
市
の
花
「
あ
さ
が
お
」
を
題
材

に
し
た
希
少
な
作
品
も
公
開
し
ま
し
た
。
歳
を
重
ね
て

力
強
さ
を
増
す
作
品
の
数
々
に
、
来
場
者
か
ら
は
生
き

て
い
く
勇
気
を
も
ら
っ
た
な
ど

の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
97
歳

の
生
涯
を
現
役
で
全
う
し
た
生

き
様
は
、
人
生
1
0
0
年
時
代

を
生
き
る
私
た
ち
の
道
標
と
な

る
で
し
ょ
う
。

本
展
覧
会
及
び
関
連
事
業
の

開
催
に
あ
た
り
、
関
係
各
館
並

び
に
各
位
に
ご
協
力
と
ご
教
示

を
賜
わ
り
ま
し
た
こ
と
を
、
こ

の
場
を
借
り
て
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

◇
特
別
展
関
連
事
業

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

開
催
日
：
10
月
7
日

「
白
山
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
サ
ー

キ
ッ
ト
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
初
日
、
展

示
室
内
を
会
場
に
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
し
ま
し
た
。

演
奏
者
に
チ
ェ
ロ
奏
者
の
富

田
祥
さ
ん
、
覚
本
あ
か
り
さ

ん
、
舘
野
真
梨
子
さ
ん
を
迎

え
、
中
川
一
政
が
好
ん
だ
バ
ッ

ハ
や
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
な
ど
6

曲
を
お
届
け
し
ま
し
た
。（
来
場
者
：
64
名
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

開
催
日
：
10
月
8
日
・
28
日
、
11
月
12
日
・
25
日

本
展
の
見
ど
こ
ろ
や
中
川
一
政
の
画
業
の
変
遷
、
ま

た
作
品
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
担
当
学
芸
員

が
案
内
し
ま
し
た
。（
参
加
者
：
の
べ
24
名
）

記
念
講
演
会

「
書
の
デ
フ
ォ
ル
マ
シ
オ
ン
―
中
川
一
政
の
眼
差
し
―
」

開
催
日
：
10
月
22
日
／
千
代
女
の
里
俳
句
館
研
修
室

書
道
学
博
士
で
書
家
の
根
本

知
さ
ん
を
迎
え
、
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
書
の
長
い
歴
史

の
上
に
一
政
の
書
を
位
置
づ

け
、
見
る
も
の
を
惹
き
付
け
る

作
品
の
魅
力
が
鮮
や
か
に
紐
解

か
れ
、
参
加
者
が
熱
心
に
聞
き

入
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

講
演
要
旨
は
左
頁
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。（
参
加
者
：
50
名
）

俳
句
de
美
術
館

投
句
募
集
：
10
月
7
日
〜
11
月
3
日
（
投
句
数
79
句
）

記
念
句
会
：
11
月
23
日
（
参
加
者
：
17
名
）

俳
人
の
大
高
翔
さ
ん
を
選
者
に

迎
え
、
本
展
を
題
材
に
し
た
俳
句

を
募
り
、
入
選
句
の
発
表
や
記
念

句
会
を
行
い
ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
り
大
高
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し
ま
す
。

絵
の
前
に
立
ち
、
あ
る
い
は
絵
の
中
に
入
り
、
感
じ
た
こ

と
を
小
さ
な
言
葉
に
。
そ
の
日
そ
の
時
の
自
分
で
な
け
れ
ば

感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
が
、
俳
句
と
い
う
さ
さ
や
か
な
詩

と
な
り
、
あ
な
た
の
内
な
る
宝
と
な
る
。
絵
と
俳
句
に
共
通

点
が
あ
る
な
ら
ば
、
限
ら
れ
た
サ
イ
ズ
の
な
か
で
、
と
て
つ

も
な
く
自
由
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
の
こ
と
を
、
こ
の
美
術

館
に
来
る
た
び
に
気
づ
か
さ
れ
る
。

中
川
一
政
と
い
う
画
家
に
会
わ
せ
て
も
ら
っ
た
よ
う
な
気

持
ち
に
な
る
こ
の
場
所
で
、
画
家
の
魅
力
は
そ
の
ま
ま
絵
の

魅
力
と
し
て
、
わ
た
し
を
強
く
惹
き
つ
け
て
や
ま
な
い
。

捨
て
去
つ
て
捨
て
去
つ
て
咲
く
冬
薔
薇

大
高　

翔

【
投
句　

特
選
三
句
】

向
日
葵
が
夕
日
の
空
に
ひ
と
り
ぼ
っ
ち

谷
口
和
寿
（
小
松
市
立
東
陵
小
学
校
）

ふ
と
秋
思
忘
る
中
川
一
政
展

上
出　

洵
（
加
賀
市
）

画
布
に
盛
る
絵
の
具
の
厚
さ
秋
深
し

戸
田
敬
子
（
白
山
市
）

【
記
念
句
会　

特
選
三
句
】

投
入
れ
の
一
政
の
薔
薇
脈
打
て
り大

浦
春
美
（
白
山
市
）

油
彩
の
香
ほ
の
と
纏
ひ
し
冬
館

真
砂
光
子
（
白
山
市
）

文
筥
に
思
ひ
閉
じ
込
む
冬
の
朝

南
川
玲
子
（
白
山
市
）

「
あ
さ
が
ほ
」

1
9
７
１
年
廣
澤
美
術
館
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記
念
講
演
会
要
旨
「
書
の
デ
フ
ォ
ル
マ
シ
オ
ン

―
中
川
一
政
の
眼
差
し
―
」
根
本
知
氏

根
本
知
（
ね
も
と
さ
と
し
）

書
道
学
博
士
・
書
家　

大
東
文
化
大
学
大
学

院
博
士
課
程
修
了
。
同
大
学
や
立
正
大
学
な
ど

で
教
鞭
を
執
る
か
た
わ
ら
、
腕
時
計
ブ
ラ
ン

ド
「
グ
ラ
ン
ド
セ
イ
コ
ー
」
へ
の
作
品
提
供

や
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
個
展
開
催
な
ど
、
多

岐
に
わ
た
る
創
作
活
動
を
展
開
。
2
0
2
4
年

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
「
光
る
君
へ
」
の
題
字
揮

毫
及
び
書
道
指
導
に
も
携
わ
り
活
躍
中
。

中
川
一
政
の
書
と
の
出
会
い

近
著
『
書
の
風
流
』（
１
）
で
中
川
一
政
の
書
が
い
か
に
よ
い
か

書
い
た
こ
と
が
縁
と
な
り
、
こ
の
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

大
学
の
教
壇
で
感
じ
る
こ
と
は
、
上
手
い
が
内
容
を
理
解
し
な

い
ま
ま
書
い
て
い
る
学
生
が
多
く
、
文
学
が
疎
か
に
な
っ
て
い
る

点
で
す
。
私
は
学
生
時
代
、
多
様
な
表
現
に
触
れ
、
何
が
正
し
い

書
道
か
悩
み
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
江
戸
時
代
以
降
の
儒
学
者
や
僧

の
文
字
は
下
手
で
間
違
い
も
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
重
要
文
化

財
や
国
宝
に
な
っ
て
い
る
と
知
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
書
道
の
価

値
を
問
い
博
士
課
程
で
研
究
し
て
い
る
時
、
日
本
書
道
史
上
に
職

業
と
し
て
の
書
家
が
ほ
ぼ
い
な
い
こ
と
に
気
付
い
た
の
で
す
。
例

外
も
あ
り
ま
す
が
、
書
で
名
を
残
し
て
い
る
の
は
思
想
を
も
っ
た

貴
族
や
武
士
な
ど
で
す
。

私
は
、
文
字
の
筆
法
だ
け
で
な
く
日
本
文
化
を
踏
ま
え
た
表
現

を
し
た
い
、
ま
た
、
言
葉
を
大
切
に
す
る
書
道
を
広
め
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
30
歳
の
時
、
団
体
書
道
か
ら
離
れ
た
の
で
す
が
、

い
ざ
展
覧
会
と
は
違
う
作
品
を
書
こ
う
と
し
た
時
、
自
分
の
字
と

は
何
か
と
い
う
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
の
で
す
。
手
本
は
書
け
て
も
、

心
を
込
め
た
い
い
作
品
が
書
け
ず
、
も
う
手
で
は
無
理
だ
と
思
っ

た
時
、（
調
布
市
）
武
者
小
路
実
篤
記
念
館
に
一
休
宗
純
の
書
が

展
示
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
観
に
行
き
ま
し
た
。
す
る
と
、
実
篤

の
書
画
が
堂
々
と
掛
け
て
あ
る
の
で
す
。
よ
く
こ
ん
な
下
手
な
も

の
を
と
、
今
思
え
ば
失
礼
で
す
が
当
時
は
思
っ
た
も
の
で
す
。
そ

の
実
篤
の
こ
と
を
一
政
が
「
詩
人
か
、
文
学
者
か
、
思
想
家
か
、

い
や
そ
ん
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は
縛
ら
れ
な
い
。
一
休
の
よ
う
に

職
人
的
手
段
に
よ
ら
ず
か
い
て
い
る
」（
２
）
と
し
た
た
め
て
い
る
。

そ
の
書
を
見
て
、
こ
の
字
も
い
い
な
、
実
篤
を
理
解
す
る
の
に
先

ず
一
政
の
文
章
を
読
ん
で
み
よ
う
と
い
う
の
が
始
ま
り
で
し
た
。

書
道
史
・
東
洋
思
想
で
捉
え
る
一
政

明
治
以
降
の
書
は
、
西
洋
的
視
点
で
は
な
く
、
東
洋
の
書
道
文

化
史
に
位
置
づ
け
て
見
る
と
（
実
篤
や
一
政
な
ど
）
書
壇
に
属
さ

な
い
人
た
ち
の
書
の
魅
力
が
分
か
り
ま
す
。

書
の
始
ま
り
は
、
古
代
中
国
・
殷
の
甲
骨
文
と
さ
れ
、
占
い
の

た
め
に
あ
り
ま
し
た
。
次
に
で
き
た
金
文
は
青
銅
器
に
鋳
込
ま

れ
、
呪
術
な
ど
に
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
様
々
な
文
字
は
秦
の
始
皇

帝
時
代
に
統
一
さ
れ
て
篆
書
が
で
き
、
石
に
刻
ま
れ
ま
し
た
。
古

来
、
神
の
た
め
の
文
字
が
、
人
や
政
治
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
か
ら
、
効
率
的
に
彫
っ
た
り
書
い
た
り
す

る
た
め
に
隷
書
が
生
ま
れ
、
時
代
が
進
む
と
装
飾
性
が
み
ら
れ
、

芸
術
の
萌
芽
と
い
え
ま
す
。
隷
書
を
調
べ
て
い
く
と
、
こ
の
時
代

既
に
実
用
的
な
書
体
と
し
て
草
書
が
見
ら
れ
る
の
で
す
。
篆
書
は

占
い
の
、
隷
書
は
公
文
書
の
、
そ
し
て
草
書
は
秘
匿
文
書
つ
ま
り

手
紙
の
た
め
に
あ
っ
た
の
で
す
。
後
漢
の
趙ち

ょ
う

壹い
つ

は
、
文
字
は
小
手

先
ば
か
り
を
見
ず
、
何
の
た
め
に
あ
る
の
か
を
考
え
る
べ
き
（
３
）

と
書
い
て
い
ま
す
。
何
か
を
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
を
文
字
に
宿

す
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

そ
し
て
、
東
晋
に
書
聖
・
王
義
之
が
現
れ
ま
す
。
彼
の
「
蘭ら

ん

亭て
い
の
じ
ょ序

」
は
、
曲
水
宴
の
即
興
詩
で
す
が
、
後
に
素
面
で
清
書
し
て

も
即
興
で
生
ま
れ
た
も
の
を
超
え
ら
れ
な
い
と
言
い
ま
し
た
。
こ

れ
が
書
が
ア
ー
ト
に
な
っ
た
瞬
間
で
す
。
そ
の
時
の
感
動
で
筆
を

執
る
と
よ
い
書
に
な
る
こ
と
を
世
に
示
し
た
の
で
す
。
こ
の
文
字

は
行
書
で
す
が
、
行
書
は
心
や
詩
の
た
め
に
あ
る
の
で
す
。
一
回

性
の
感
動
を
し
た
た
め
、
心
や
詩
の
情
景
を
伝
え
ら
れ
る
、
つ
ま

り
読
め
る
書
体
が
行
書
で
す
。
王
義
之
の
思
想
を
行
書
と
共
に
日

本
に
伝
え
た
の
が
空
海
で
す
。
彼
の
多
様
な
書
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
や
デ
ザ
イ
ン
書
の
萌
芽
を
認
め
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
＝
文
様
は
人

の
心
の
投
影
で
す
。

平
安
時
代
、
漢
字
の
中
に
仮
名
の
細
い
線
が
現
れ
始
め
、
藤
原

行
成
は
漢
字
と
仮
名
の
散
ら
し
書
き
ス
タ
イ
ル
を
構
築
し
ま
し

た
。
仮
名
は
和
歌
の
た
め
に
あ
る
の
で
す
。
歌
は
音
で
あ
り
、
音

を
表
記
す
る
た
め
に
生
ま
れ
た
の
が
仮
名
で
す
。
自
分
の
呼
吸
を

表
現
で
き
る
文
字
を
選
択
し
歌
を
交
わ
し
、
和
歌
文
学
が
広
ま
り

ま
す
。

そ
の
後
、
室
町
、
鎌
倉
時
代
を
経
て
武
士
の
世
と
な
り
、
茶
の

湯
で
は
禅
僧
の
書
・
墨
蹟
が
尊
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
一
政

も
一
休
ら
を
尊
敬
し
て
い
ま
し
た
が
、
禅
僧
は
「
不ふ

立り
ゅ
う

文も
ん

字じ

」
の

精
神
で
文
字
に
立
脚
せ
ず
、
綺
麗
に
書
く
こ
と
に
囚
わ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

江
戸
時
代
に
は
寛
永
の
三
筆
、
本
阿
弥
光
悦
・
松
花
堂
昭
乗
・

近
衛
信の

ぶ

伊た
だ

が
現
れ
ま
す
。
光
悦
は
貴
族
で
は
な
い
が
「
三
十
六
歌

仙
」
な
ど
雅
な
書
を
残
し
て
い
ま
す
。
仏
教
者
・
昭
乗
に
は
貴
族

的
な
書
、
貴
族
・
信
伊
に
は
武
家
風
の
書
が
残
り
、
立
場
と
書
が

一
致
し
な
い
時
代
で
す
。
彼
ら
が
誰
と
付
き
合
い
、
誰
に
庇
護
さ

れ
て
い
た
か
、
つ
ま
り
何
の
た
め
に
書
い
た
か
を
考
え
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
こ
う
し
て
私
が
書
の
歴
史
に
つ
い
て
話
し
て
き
た
の

は
、
文
字
・
書
体
は
何
の
た
め
に
あ
る
の
か
を
伝
え
る
た
め
な
の

で
す
。

そ
し
て
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
と
一
政
ら
の
時
代
を
迎
え
ま

す
。
意
外
に
も
、書
壇
の
中
枢
に
い
た
西
川
寧
と
一
政
は
親
し
く
、

西
川
は
一
政
の
書
を
「
骨
法
が
実
に
よ
く
は
た
ら
い
て
い
る
」（
４
）

と
評
し
ま
し
た
。
骨
法
と
は
骨
組
み
で
す
。
一
政
は
、
字
の
意
味

を
理
解
し
一
本
一
本
の
線
を
蔑
ろ
に
せ
ず
打
ち
込
む
よ
う
に
書
い

て
お
り
、
石
碑
を
思
わ
せ
ま
す
。
元
来
、
彫
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ

た
文
字
は
、
時
代
を
経
て
変
容
し
、
日
本
で
は
敗
戦
後
に
原
始
回

帰
の
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
一
政
の
書
が
位
置
付
け
ら
れ

る
の
で
す
。
小
松
茂
美
は
一
政
の
書
を
こ
う
評
し
て
い
ま
す
。「
ま

る
で
、
鏨た

が
ね

を
打
ち
込
む
よ
う
な
周
到
な
用
意
と
気
魄
と
、
た
く
ま

し
さ
が
あ
る
。」「
選
ば
れ
た
言
葉
に
、
精
神
性
の
ひ
ら
め
き
と

か
が
や
き
が
あ
る
。」（
５
）
狙
い
定
め
た
一
筆
一
筆
に
心
が
宿
り
ま

す
。
一
政
が
し
た
た
め
た
芭
蕉
の
言
葉
「
わ
が
風
雅
は
夏
炉
冬
扇

の
ご
と
し
衆
に
逆
ひ
て
用
ふ
る
所
な
し
」。
何
か
の
た
め
に
あ
る

こ
と
を
否
定
し
た
と
こ
ろ
に
本
来
の
芸
術
が
あ
り
、
自
分
の
た
め

に
書
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

書
の
デ
フ
ォ
ル
マ
シ
オ
ン
と
「
筆
脈
」

ム
ー
ヴ
マ
ン
は
魂
の
動
き
、
フ
ォ
ル
ム
は
形
、
デ
フ
ォ
ル
マ
シ

オ
ン
は
歪
み
。
ム
ー
ヴ
マ
ン
が
大
き
く
動
け
ば
フ
ォ
ル
ム
が
歪

む
、
こ
れ
が
デ
フ
ォ
ル
マ
シ
オ
ン
で
す
。
書
は
ム
ー
ヴ
マ
ン
と

フ
ォ
ル
ム
の
せ
め
ぎ
合
い
の
際
た
る
も
の
。
行
き
過
ぎ
れ
ば
読
め

な
く
な
り
、
整
い
過
ぎ
る
と
心
が
あ
り
ま
せ
ん
。「
正
念
場
」
は
、

雑
念
を
払
い
正
し
い
思
い
で
そ
の
場
に
向
か
う
こ
と
。
一
政
は
常

に
こ
の
姿
勢
で
制
作
に
臨
ん
で
い
た
の
で
す
。

文
字
を
書
く
と
き
の
筆
の
流
れ
、
離
れ
た
点
画
の
間
に
あ
る
気

持
ち
の
つ
な
が
り
が
「
筆
脈
」
で
す
。
感
動
を
言
語
化
し
た
と
き
、

言
葉
の
枠
の
外
に
あ
っ
た
純
粋
な
感
情
を
忘
れ
ま
い
と
、
日
本
人

は
筆
を
執
っ
て
き
た
と
私
は
考
え
て
お
り
、「
書
は
言
葉
の
身
体

化
」
と
定
義
で
き
ま
す
。
S
N
S
社
会
で
は
、
切
り
取
ら
れ
た
言

葉
が
拡
散
さ
れ
炎
上
し
ま
す
。
枠
に
嵌
っ
た
言
葉
か
ら
は
、
人
間

性
や
温
か
さ
、
熱
意
は
伝
わ
り
ま
せ
ん
。
言
葉
に
心
を
の
せ
て
表

現
す
れ
ば
伝
わ
る
と
い
う
こ
と
を
、
一
政
の
書
が
教
え
て
く
れ
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
が

一
政
の
日
本
書
道
史
上
の
大
切
な
位
置
付
け
な
の
で
す
。

（
１
）『
書
の
風
流
近
代
藝
術
家
の
美
学
』
2
0
2
1
年
春
陽
堂
書
店
／
（
２
）

中
川
一
政「
弔
事
」『
随
筆
八
十
八
』1
9
8
0
年
講
談
社
／（
３
）趙
壹（
ち
ょ

う
い
つ
、
後
漢
末
の
官
吏
・
文
人
）「
非
草
書
（
ひ
そ
う
し
ょ
」）
／
（
４
）
西

川
寧（
に
し
か
わ
や
す
し
、
1
9
0
2
-1
9
8
9
年
、
書
家
、
中
国
文
学
者
）

「
永
福
先
生
の
書
」『
中
川
一
政
書
展
』
1
9
7
6
年
吉
井
画
廊
／
（
５
）
小
松

茂
美
（
こ
ま
つ
し
げ
み
、
1
9
2
5
-2
0
1
0
年
、
古
筆
学
者
）「
中
川
一

政
・
虚
心
の
笑
み
」『
中
川
一
政
全
文
集
第
８
巻
・
月
報
』
1
9
8
6
年
中
央

公
論
社
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◇
企
画
展

2
0
2
3
前
期
テ
ー
マ
展

「
中
川
一
政　

絵
画
〈
え
〉
と
題
材
〈
モ
チ
ー
フ
〉」

会
期  
Ⅰ
：
令
和
5
年
2
月
28
日
〜
5
月
28
日

Ⅱ
：
5
月
30
日
〜
10
月
1
日

中
川
一
政
は
絵
を
描
く
と
き
、
必
ず
描
く
対
象
で
あ

る
題
材
を
何
度
も
繰
り
返
し
見
な
が
ら
筆
を
進
め
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
風
景
画
に
も
静
物
画
に
も
通
じ
る
姿
勢

で
す
。
写
生
の
精
密
さ
に
こ
だ
わ
ら
な
い
一
政
に
と
っ

て
、
題
材
を
見
る
こ
と
が
、
そ
の
輪
郭
を
な
ぞ
る
た
め

だ
け
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
一
政
が
幾
度
と
な

く
題
材
を
見
る
の
は
、
描
く
も
の
と
向
か
い
合
う
こ
と

に
よ
っ
て
揺
り
動
か
さ
れ
る
自
身
の
心
、
つ
ま
り
感
動

を
表
現
す
る
た
め
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

本
展
で
は
、
薔
薇
な
ど
花
の
画
や
風
景
の
作
品
を
中

心
に
公
開
す
る
と
共
に
、
そ
こ
に
描
か
れ
る
壺
な
ど
の

愛
用
品
や
、
写
生
地
の
写
真
な
ど
を
併
せ
て
紹
介
し
ま

し
た
。
一
政
が
題
材
の
何
に
心
動
か
さ
れ
た
の
か
、
い

か
に
デ
フ
ォ
ル
メ
が
生
ま
れ
て
い
る
か
、
画
と
実
物
・

題
材
を
見
比
べ
る
こ
と
で
、
画
家
の
心
の
動
き
に
触
れ

よ
う
と
す
る
企
画
で
す
。

2
0
2
3
後
期
テ
ー
マ
展

「
中
川
一
政　

絵
画
〈
え
〉
と
随
筆
〈
こ
と
ば
〉」

会
期
：
12
月
1
日
〜
令
和
6
年
2
月
25
日

一
政
は
文
筆
家
と
し
て
も
知
ら
れ
、
生
涯
に
多
く
の

随
筆
を
遺
し
て
い
ま
す
。

「
画
は
生
き
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」、「
感
動
は

物
指
（
も
の
さ
し
）
で
は
は
か
れ
な
い
。
芸
術
の
世
界

に
物
指
は
い
ら
な
い
」
ま
た
、「
若
い
時
の
勉
強
は
、

何
で
も
と
り
い
れ
貯
め
る
こ
と
で
あ
る
。
老
年
の
仕
事

は
、
い
ら
な
い
も
の
を
す
て
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
る
。
す

て
去
り
す
て
去
り
し
て
、
純
粋
に
な
っ
て
ゆ
く
こ
と
で

あ
る
」
な
ど
、
芸
術
や
人
生
に
つ
い
て
記
す
文
章
は
、

本
質
を
射
抜
く
言
葉
や
絶
妙
な
喩
え
で
つ
づ
ら
れ
、
今

も
私
た
ち
の
心
を
捉
え
ま
す
。

本
展
で
は
、
至
言
と
も
い
え
る
言
葉
や
、
創
作
に
ま

つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
、
絵
画
や
書
、
陶
芸
作
品

と
共
に
紹
介
し
ま
し
た
。

抽
象
か
具
象
か
と
云
う
。

画
が
感
動
か
ら
発
足
す
る
も

の
で
あ
る
と
す
れ
ば
抽
象
で
あ

る
。感

動
は
物
指
で
は
は
か
れ
な

い
。は

か
れ
な
い
も
の
を
は
か
ろ

う
と
す
る
の
が
芸
術
で
あ
る
。

今
釣
り
落
と
し
た
魚
は
二
尺

も
あ
っ
た
と
云
う
。

傍
の
人
が
い
や
一
尺
く
ら
い

だ
と
云
う
。

前
者
は
感
動
で
云
っ
て
い
る
。

後
者
は
物
指
で
云
っ
て
い
る
の

だ
。（
中
略
）

芸
術
の
世
界
に
物
指
は
い
ら

な
い
。

中
川
一
政
「
抽
象
と
具
象
」（『
画
に

も
か
け
な
い
』
1
9
8
4
年
講
談
社
）

◇
イ
ベ
ン
ト
・
講
座
等

い
し
か
わ
・
白
山　

風
と
緑
の
楽
都
音
楽
祭
2
0
2
3
協
賛

美
術
館
ロ
ー
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

〜
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ヴ
ィ
オ
ラ
〜

開
催
日
：
4
月
19
日

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
ド

ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
の
前
と

後
‼
」。
坂
口
昌
優
さ
ん

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）、
般
若
佳

子
さ
ん
（
ヴ
ィ
オ
ラ
）
を

迎
え
、
バ
ッ
ハ
「
イ
ン

ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
」
よ
り

二
重
奏
曲
、
バ
ル
ト
ー

ク
「
44
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

デ
ュ
オ
」
な
ど
を
お
届
け

し
ま
し
た
。

（
来
場
者
：
69
名
）

講
座
「
中
川
一
政
文
集
を
読
む
Ⅻ

―
『
中
川
一
政
文
選
』
⑤
―
」

開
催
日
：
6
月
17
日
、
8
月
19
日
、
10
月
21
日
、

12
月
16
日
、
令
和
6
年
2
月
17
日

全
5
回

中
川
一
政
の
著
作
本
か

ら
彼
の
思
想
や
生
き
様
に

迫
る
文
集
通
読
会
で
す
。

今
年
度
も
『
中
川
一
政
文

選
』（
1
9
8
3
年
筑
摩
書

房
）
を
テ
キ
ス
ト
に
、「
ひ

と
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
随

筆
を
読
み
進
め
、
岸
田
劉

生
や
木
村
荘
八
な
ど
盟
友

た
ち
へ
の
眼
差
し
を
身
近

に
感
じ
る
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

（
参
加
者
：
の
べ
27
名
）

右
：
マ
ジ
ョ
リ
カ
陶
器

色
絵
人
物
図
壺

（
中
川
一
政
愛
用
品
／

17
世
紀
・
イ
タ
リ
ア
）

上
：「
薔
薇
」1
9
8
2
年

「
魚
（
鯛
）」
1
9
7
7
年
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夏
休
み
キ
ッ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
一
政
に
挑
戦
！
油
絵
を
描
い
て
み
よ
う
」

開
催
日
：
7
月
23
日

夏
休
み
恒
例
の
油
絵
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
。
今
年
は
展
示

室
で
作
品
を
観
察
し
イ
メ
ー

ジ
を
膨
ら
ま
せ
た
後
、
一
政

愛
用
の
マ
ジ
ョ
リ
カ
壺
と
向

日
葵
を
モ
チ
ー
フ
に
制
作
を

行
い
ま
し
た
。
ペ
イ
ン
テ
ィ

ン
グ
ナ
イ
フ
を
使
っ
た
り
絵

具
を
盛
り
上
げ
た
り
、
一
政

さ
な
が
ら
、
自
分
の
思
い
を

大
切
に
作
品
創
り
を
楽
し
む

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

（
参
加
者
：
8
名
）

0
歳
か
ら
の
家
族
鑑
賞
会「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
ス
タ
ー
ト
」

開
催
日
：
10
月
15
、
16
日

冨
田
め
ぐ
み
さ
ん
（
N
P
O
法
人
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
の
ア
ー

ト
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
協
会
代
表
理
事
）
を
講
師
に
迎
え
、
小

さ
な
お
子
さ
ん
と
そ
の
家
族
を
対
象
に
、
ア
ー
ト
鑑
賞

を
通
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
体
験
を
提
供
し
ま
し

た
。
安
心
し
て
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
休
館
日
に
貸
し

切
り
で
実
施
す
る
こ
と
も
特

徴
の
一
つ
で
し
た
が
、
今
年

は
兄
弟
で
の
参
加
や
リ
ピ
ー

タ
ー
の
要
望
を
受
け
日
曜
日

に
も
行
っ
た
と
こ
ろ
、
家
族

揃
っ
て
参
加
さ
れ
る
姿
も
多

く
見
ら
れ
、
0
歳
6
か
月
か

ら
11
歳
ま
で
の
子
供
た
ち
と

家
族
が
参
加
。
併
せ
て
、
か

わ
ち
こ
ど
も
園
の
2
歳
児
ク

ラ
ス
の
鑑
賞
会
も
実
施
し
ま

し
た
。（
参
加
者
：
13
組
39
名
、

こ
ど
も
園
7
名
）

中
川
一
政
バ
ー
ス
デ
イ
コ
ン
サ
ー
ト

開
催
日
：
令
和
6
年
2
月
14
日

中
川
一
政
誕
生
日
当
夜
の
コ
ン

サ
ー
ト
に
ト
ロ
イ
・
グ
ー
ギ
ン
ズ

さ
ん
、
丸
山
奏か

な
で

さ
ん
、
丸
山
萌も

音と

揮き

さ
ん
を
迎
え
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

と
ヴ
ィ
オ
ラ
で
バ
ッ
ハ
や
ド
ヴ
ォ

ル
ザ
ー
ク
か
ら
ピ
ア
ソ
ラ
ま
で
11

曲
を
お
届
け
し
ま
し
た
。
萌
音
揮

さ
ん
が
東
日
本
大
震
災
を
経
て
作

曲
し
た
「
ミ
ル
ヴ
ィ
ス
・
ミ
グ
ラ

ン
ス
（
鳶
）」
は
能
登
半
島
地
震
な
ど
を
経
験
し
た
来

場
者
に
希
望
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。（
来
場
者
：
60
名
）

◇
学
校
連
携
事
業

対
話
型
鑑
賞
受
入
れ

市
教
育
セ
ン
タ
ー　
　
　

小
中
学
生
6
名

4
月
20
日

白
学
研
図
工
美
術
部
会　

小
中
教
員
25
名

6
月
7
日

市
立
松
任
小
学
校　
　
　

6
年
生
89
名

9
月
5
・
6
日

は
く
さ
ん
ひ
か
り
園　
　

5
歳
児
27
名

11
月
9
日

認
定
こ
ど
も
園
恵
愛　
　

4
歳
児
39
名

2
月
7
日

鑑
賞
授
業
等
受
入
れ

金
城
大
学
短
期
大
学
部
美
術
学
科
71
名

5
月
24
日

野
々
市
市
立
布
水
中
学
校　

美
術
部
42
名

6
月
17
日

小
松
市
立
東
陵
小
学
校　
　

3
・
4
年
生
42
名

10
月
26
日

市
立
北
陽
小
学
校　
　
　
　

2
年
生
66
名

11
月
15
日

◇
新
収
蔵
資
料（

令
和
5
年
3
月
〜
令
和
6
年
2
月
収
蔵
分
）

・
中
川
一
政
草
稿
「
箒
」（
短
歌
5
首
）（
購
入
）

・『
音
楽
』
第
6
巻
第
3
号
（
1
9
1
5
年
東
京
音
楽
学

校
学
友
会
／
一
政
詩
「
夕
か
ぜ
」「
秋
」
収
録
）
ほ
か
計
10

点
（
購
入
）

・『
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
美
術
展
覧
会
輯
録
（
文
部
時

報
第
七
百
七
號
附
録
）』（
1
9
4
0
年
文
部
省
／
「
樹
の

上
の
少
年
」
収
録
）
ほ
か
計
5
点
（
中
川
達
郎
氏
寄
贈
）

ご
芳
志
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
ト
ピ
ッ
ク
ス

松
任
中
川
一
政
記
念
美
術
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
改
修
計
画

本
館
は
、
1
9
8
6
（
昭

和
61
）
年
の
開
館
以
来
、
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
充
実
と
共

に
、
様
々
な
事
業
も
展
開
し

て
き
ま
し
た
。
37
年
を
経

て
、
施
設
の
老
朽
化
と
様
々

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
、
増
築
改
修
の
計
画
を
進

め
て
い
ま
す
。

計
画
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
中

川
一
政
の
芸
術
と
そ
の
魅
力

を
次
代
に
伝
え
る
た
め
に
」

で
す
。
ロ
ビ
ー
や
カ
フ
ェ
な

ど
来
館
者
ゾ
ー
ン
の
拡
充

と
、
作
品
保
全
設
備
の
充
実

を
柱
に
26
（
令
和
8
）
年
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を

目
指
し
、
今
年
度
は
基
本
設

計
に
着
手
し
ま
し
た
。

訃
報
謹
ん
で
お
悔
み
申
し
上
げ
、
ご
厚
情
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

■
田
邉
穰
氏
（
令
和
5
年
1
月
30
日
95
歳
／
台
東
区
）

平
成
28
年
か
ら
令
和
2
年
ま
で
に
13
回
に
わ
た

り
中
川
一
政
関
連
書
籍
等
計
2
2
4
点
を
寄
贈
。

■
松
下
良
氏
（
同
年
7
月
25
日
94
歳
／
金
沢
市
）

平
成
元
年
に
中
川
一
政
岩
彩
「
柿
の
静
物
」

及
び
武
者
小
路
実
篤
油
彩
「
静
物
」
を
寄
贈
。

■
大
樋
陶
冶
斎
氏
（
同
年
10
月
17
日
95
歳
／
金
沢
市
）

平
成
20
年
に
中
川
一
政
書「
馬
千
里
者
」（
表

紙
図
版
）
寄
贈
。
同
年
及
び
30
年
に
記
念
講
演
。

■
金
森
千
榮
子
氏
（
同
年
11
月
22
日
95
歳
／
金
沢
市
）

昭
和
62
年
か
ら
平
成
22
年
ま
で
24
年
に
わ
た

り
美
術
館
運
営
委
員
会
委
員
を
務
め
メ
デ
ィ
ア

発
信
等
に
尽
力
。

イ
メ
ー
ジ
パ
ー
ス

（
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
広
場
か
ら
の
新
美
術
館
）

提
供
：
株
式
会
社
オ
ン
デ
ザ
イ
ン

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
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第
29
回

花
を
描
こ
う
絵
画
展

会
期
：
令
和
５
年
７
月
20
日
〜
７
月
30
日

会
場
：
市
民
工
房
う
る
わ
し

毎
年
恒
例
の
絵
画
公
募
展
に
、
今
年
度
は
石

川
県
内
の
小
・
中
学
校
83
校
か
ら
8
2
0
点
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
は
、
７
月
29
日
午
後
、
松
任
学
習
セ

ン
タ
ー
に
て
行
わ
れ
、
賞
状
と
記
念
品
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
入
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
※
学
年
は
当
時
、
敬
称
略
）

▽
最
優
秀
賞

小
学
生
低
学
年
の
部

白
山
市
立
松
任
小
学
校
１
年

河
上　

希
紀

小
学
生
高
学
年
の
部

金
沢
市
立
三
和
小
学
校
４
年

山
瀬　

優
詠

中
学
生
の
部

能
美
市
立
寺
井
中
学
校
３
年

出
口　

愛
菜

▽
テ
ー
マ
賞

花
・
風
景
画
賞

白
山
市
立
松
任
中
学
校
３
年

本
多　

夏
実

動
物
の
画
賞

金
沢
市
立
金
石
中
学
校
２
年

福
村　

佳
奈

▽
優
秀
賞

加
賀
市
立
動
橋
小
学
校
１
年

大
池　

櫂
正

白
山
市
立
東
明
小
学
校
２
年

堀　

す
み
れ

白
山
市
立
千
代
野
小
学
校
２
年

吉
田　

花
凛

白
山
市
立
松
南
小
学
校
２
年

金
田
幸
太
朗

金
沢
市
立
四
十
万
小
学
校
３
年

鷲
田　

円
香

か
ほ
く
市
立
大
海
小
学
校
３
年

金
田　

一
束

白
山
市
立
松
任
小
学
校
４
年

三
宅　

那
歩

金
沢
市
立
大
浦
小
学
校
４
年

浅
村　

美
桜

加
賀
市
立
動
橋
小
学
校
５
年

大
池　

優
心

白
山
市
立
蕪
城
小
学
校
６
年

上
出　

大
登

白
山
市
立
鳥
越
小
学
校
６
年

竹
田　

光
志

金
沢
市
立
長
田
中
学
校
１
年

山
﨑
美
紗
子

能
美
市
立
寺
井
中
学
校
１
年

東　
　

汰
應

白
山
市
立
北
星
中
学
校
２
年

髙
橋　

和
芭

金
沢
大
学
附
属
中
学
校
２
年

榎
本　

朱
李

▽
優
秀
校

白
山
市
立
石
川
小
学
校

白
山
市
立
美
川
小
学
校

白
山
市
立
鳥
越
小
学
校

白
山
市
立
白
嶺
小
学
校

白
山
市
立
白
峰
小
学
校

金
沢
市
立
明
成
小
学
校

金
沢
市
立
大
浦
小
学
校

白
山
市
立
松
任
中
学
校

白
山
市
立
北
星
中
学
校

能
美
市
立
寺
井
中
学
校

▽
奨
励
賞

小
学
生　

坂
元
朝
希
／
井
上
翔
太
／
菅
野
美
紘

（
以
上
２
年
）／
山
本
ひ
と
葉（
以
上
３
年
）／

粟
谷
旭
陽
／
飯
田
結
翔
／
清
水
翔
一
郎
／
寺
田

心
人
／
越
能
彩
稀
／
定
舎
姫
那（
以
上
４
年
）

／
近
藤
由
良
／
嶺
出
稀
子
／
鈴
木
友
梨
／
杉
森

緒
美
／
富
田
明（
以
上
５
年
）／
山
本
怜
旺
／

永
井
沙
弥
／
澤
田
実
祐
／
勝
尾
綾
乃（
以
上
６

年
）

中
学
生　

三
宅
沙
奈
／
大
西
ほ
の
か
／
濵
上
仁

衣
子
／
小
路
環
／
川
田
芽
育
／
土
田
真
央
美
／

多
田
菜
那
／
矢
花
羽
子
／
亀
井
菜
月
／
西
井
麗

奈（
以
上
１
年
）／
坂
本
夕
奈
／
安
原
涼
音
／

山
本
千
愛
／
窪
寺
洋
人
／
徳
田
悠
乃
／
藤
本
有

里
花（
以
上
２
年
）／
石
原
美
紗
希
／
松
井
彩

華
／
髪
井
真
菜
／
吉
井
文
椛
／
太
田
釉
子
／
安

田
瑞
月（
以
上
３
年
）

・
・
・
＊
・
・
・
＊
・
・
・
＊
・
・
・
＊
・
・
・

▼
上
位
入
賞
作
品
を
、
制
作
時
の
想
い
等
を

綴
っ
た
作
文
と
共
に
紹
介
し
ま
す
。

小
学
生
低
学
年
の
部　

最
優
秀
賞

「
わ
た
し
の
お
と
う
と
」

松
任
小
学
校
１
年　

河
上

　
希
紀

わ
た
し
は
、
お
と
う
と

の
絵
を
か
き
ま
し
た
。

な
ぜ
な
ら
い
つ
も
い
っ

し
ょ
に
あ
そ
ん
で
い
て
た

の
し
か
っ
た
か
ら
で
す
。
こ
の
絵
を
み
た
人
が

え
が
お
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
お
も
っ
て
か
き
ま

し
た
。

絵
を
か
い
て
い
て
、
さ
い
し
ょ
は
口
の
し
た

が
き
が
た
の
し
か
っ
た
で
す
。
い
ろ
を
つ
く
る

の
も
た
の
し
か
っ
た
で
す
。
い
ろ
を
ぬ
る
と
き

に
、
は
だ
と
口
の
い
ろ
が
ま
ざ
ら
な
い
よ
う
に

か
く
の
が
む
ず
か
し
か
っ
た
で
す
。
１
ば
ん
が

ん
ば
っ
た
の
は
か
み
の
け
を
１
ぽ
ん
ず
つ
か
い

た
と
こ
ろ
で
す
。

さ
い
ご
に
で
き
た
絵
を
み
た
と
き
、
や
さ
し

い
え
が
お
の
お
と
う
と
が
か
け
て
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
こ
の
絵
を
み
た
人
が
え
が
お
に
な
っ

て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
。 「わたしのおとうと」

表彰式（松任学習センター）

作品展（市民工房うるわし）
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小
学
生
高
学
年
の
部　

最
優
秀
賞

「
ユ
リ
の
花
」三

和
小
学
校
４
年　

山
瀬　

優
詠

ぼ
く
は
、
初
め
て
ユ
リ

の
花
を
描
き
ま
し
た
。
最

初
は
、
上
手
く
描
け
る
か

不
安
だ
っ
た
け
れ
ど
、
あ

き
ら
め
ず
に
が
ん
ば
っ
て
描
い
た
の
で
、
完
成

さ
せ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

難
し
か
っ
た
所
は
、
つ
ぼ
み
の
色
が
ピ
ン
ク

色
か
ら
黄
緑
色
に
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て

い
る
所
と
、
花
び
ら
が
、
う
し
ろ
に
ま
い
て
い

る
所
で
す
。

つ
ぼ
み
の
色
が
変
わ
っ
て
い
く
所
は
、
ま

ず
、
つ
ぼ
み
全
体
に
黄
緑
色
を
ぬ
っ
て
、
か
わ

い
て
か
ら
ピ
ン
ク
色
を
う
す
く
し
な
が
ら
ぬ
り

進
め
ま
し
た
。

花
び
ら
は
、
ま
い
て
あ
る
の
と
、
ま
い
て
な

い
の
が
あ
る
の
で
、
気
を
つ
け
て
描
き
ま
し

た
。最

初
は
で
き
な
さ
そ
う
で
も
、「
自
分
な
ら

で
き
る
。」と
、
そ
う
思
い
な
が
ら
、
が
ん
ば
っ

た
か
ら
、
で
き
ま
し
た
。
ぼ
く
が
大
切
だ
と
思

う
の
は
、「
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
失
敗
し

て
も
が
ん
ば
る
。」と
言
う
事
だ
と
思
い
ま
す
。

中
学
生
の
部　

最
優
秀
賞

「
登
っ
た
先
は
光
」

寺
井
中
学
校
３
年　

出
口　

愛
菜

私
は
こ
の
絵
を
、
家

族
で
白
山
比
咩
神
社
に

行
っ
た
と
き
に
景
色
が
と

て
も
綺
麗
で
描
き
た
い
な

と
思
っ
た
の
で
描
き
ま
し
た
。
工
夫
し
た
点

は
、
階
段
を
登
っ
た
先
が
明
る
く
見
え
る
よ
う

に
、
光
が
当
た
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
明
る
く
し

た
り
、
白
を
多
め
に
入
れ
た
り
し
ま
し
た
。
ま

た
、
鳥
居
を
前
に
大
き
く
描
い
た
り
、
後
ろ
に

も
小
さ
く
描
い
た
り
し
て
、
奥
行
き
を
出
し
ま

し
た
。
特
に
、
階
段
を
だ
ん
だ
ん
細
く
す
る
の

が
難
し
か
っ
た
で
す
。
奥
行
き
を
出
し
た
り
、

登
っ
た
先
を
明
る
く
す
る
こ
と
で
、
上
に
何
が

あ
る
の
か
な
、
と
い
う
楽
し
み
な
気
持
ち
や
わ

く
わ
く
す
る
よ
う
な
気
持
ち
を
表
現
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
こ
の
場
所
は
階
段
が
木
で
ト
ン

ネ
ル
の
よ
う
に
覆
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た

の
で
、
そ
れ
を
表
せ
る
よ
う
に
木
を
描
き
ま
し

た
。
植
物
は
一
つ
ひ
と
つ
描
い
た
り
色
や
形
を

変
え
た
り
し
て
描
き
ま
し
た
。
ま
た
、
鳥
居
の

苔
や
細
い
枝
も
丁
寧
に
描
き
ま
し
た
。
一
生
懸

命
描
い
た
絵
で
、
賞
を
い
た
だ
け
て
と
て
も
嬉

し
い
で
す
。
こ
の
絵
を
通
し
て
白
山
比
咩
神
社

の
良
さ
が
伝
わ
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

テ
ー
マ
賞　

花
・
風
景
画
賞

「
盛
夏
の
黄
色
」

松
任
中
学
校
３
年　

本
多　

夏
実

昨
年
の
八
月
、
私
は
旧

鳥
越
村
を「
ひ
ま
わ
り
を

見
た
い
」と
い
う
ち
ょ
っ

と
し
た
理
由
で
訪
れ
ま
し

た
。
そ
の
日
の
前
日
は
大
雨
で
、
そ
の
た
め
向

日
葵
も
あ
ま
り
元
気
が
な
か
っ
た
で
す
。
そ
ん

な
中
、
花
び
ら
が
一
枚
一
枚
強
く
黄
色
に
輝

く
、
一
つ
の
向
日
葵
を
目
に
し
ま
し
た
。
晴
れ

た
青
空
に
似
合
い
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
そ
の

立
ち
姿
。
私
は
そ
の
姿
か
ら
目
が
離
せ
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
し
て
、
私
が
人
生
で
初
め
て
描
い

た「
ひ
ま
わ
り
」と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
絵
を
描
い
た
時
、
花
び
ら
の
色
や
光
の

当
た
り
方
な
ど
ほ
ぼ
全
て
が
手
探
り
で
し
た
。

毎
日
た
く
さ
ん
考
え
な
が
ら
、
あ
の
時
見
た
向

日
葵
を
思
い
出
し
て
描
き
ま
し
た
。
雲
を
描
い

た
時
は
、
写
真
の
雲
で
は
な
く
、
実
際
の
雲
を

見
て
描
き
ま
し
た
。
ほ
ん
の
少
し
友
達
と
喋
っ

て
い
た
だ
け
で
変
化
す
る
雲
を
描
く
の
は
と
て

も
楽
し
く
、
面
白
か
っ
た
で
す
。

大
切
な
先
生
や
仲
間
が
い
る
場
所
で
描
い

た
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な「
ひ
ま
わ

り
」の
作
品
。
こ
れ
か
ら
も
私
は
、
そ
ん
な
大

切
な
日
々
を
形
と
し
て
残
せ
る
絵
を
描
い
て
い

き
た
い
で
す
。

テ
ー
マ
賞　

動
物
の
画
賞

「
何
か
を
み
つ
め
る
猫
」

金
石
中
学
校
２
年　

福
村　

佳
奈

こ
の
度
は
す
ば
ら
し
い

賞
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
動

物
が
と
て
も
好
き
な
の
も

あ
り
、
ね
こ
を
描
き
ま
し
た
。
私
の
家
は
ペ
ッ

ト
禁
止
な
の
で
動
物
を
見
る
機
会
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
少
し
前
は
一
ヵ
月
に
二
回
ほ
ど
県

内
の
牧
場
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
牛

や
う
さ
ぎ
、
馬
な
ど
の
動
物
が
い
る
の
で
す

が
、
他
に
ね
こ
も
い
ま
し
た
。
そ
の
ね
こ
は
ね

こ
カ
フ
ェ
よ
り
も
ず
っ
と
、
人
懐
っ
こ
く
て
か

わ
い
か
っ
た
の
で
私
は
と
て
も
そ
の
ね
こ
が
好

き
で
し
た
。
で
も
、
中
学
に
あ
が
っ
て
か
ら
は

勉
強
や
習
い
事
な
ど
で
忙
し
く
な
り
、
全
然
い

け
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
今

回
、
こ
の「
花
を
描
こ
う
絵
画
展
」の
応
募
で

ね
こ
を
か
き
ま
し
た
。
あ
の
と
き
戯
れ
た
ね
こ

と
の
思
い
出
を
考
え
て
描
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
絵
を
楽
し
く
描
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

「ユリの花」

「登った先は光」

「盛夏の黄色」

「何かをみつめる猫」
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▼
企
画
展（
所
蔵
作
品
テ
ー
マ
展
）

春
季
テ
ー
マ
展「
中
川
一
政
の
薔
薇
―
明
日
へ
の
眼
差
し
―
」

会
期
：
2
月
27
日（
火
）〜
5
月
26
日（
日
）

夏
季
テ
ー
マ
展「
中
川
一
政
の
向
日
葵

 
―
フ
ォ
ル
ム
と
ム
ー
ヴ
マ
ン
―
」

会
期
：
5
月
28
日（
火
）〜
9
月
1
日（
日
）

秋
季
テ
ー
マ
展「
中
川
一
政
　
書
と
陶
芸
の
世
界

 

―
画
家
の
余
技
を
超
え
て
―
」

会
期
：
9
月
7
日（
土
）〜
11
月
24
日（
日
）

冬
季
テ
ー
マ
展「
私
が
選
ぶ
こ
の
1
点
！

 

中
川
一
政
推
し
作
品
展
」

会
期
：
11
月
26
日（
火
）〜
令
和
7
年
3
月
30
日（
日
）

▼
公
募「
第
30
回 

中
川
一
政
記
念 

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」

 

＆
歴
代
優
秀
作
品
展

6
年
度
か
ら
名
称
・
開
催
時
期
が

 

変
更
に
な
り
ま
す
！

対　
　

象
：
石
川
県
内
の
小
中
学
生

テ
ー
マ
：
自
由（
花
・
風
景
・
動
物
・
家
族
な
ど
）、

　

又
は
、「
私
の
ふ
る
さ
と
」（
市
制
20
周
年
記
念
特
設
）

募
集
期
間
：
8
月
下
旬
〜
11
月
24
日（
日
）

作
品
展
：
令
和
7
年
1
月
16
日（
木
）〜
1
月
26
日（
日
）

　

市
民
工
房
う
る
わ
し

表
彰
式
：
1
月
18
日（
土
）午
後
／
松
任
学
習
セ
ン
タ
ー

歴
代
優
秀
作
品
展

第
30
回
を
記
念
し
て
、当
館
に
収
蔵
さ
れ
た
歴
代
の
上
位

入
賞
作
品
を
一
堂
に
展
示
公
開
し
ま
す
。（
平
成
15
年
以
降

の
最
優
秀
賞
や
美
術
館
賞
、テ
ー
マ
賞
受
賞
作
品
が
対
象

で
す
。）

▼
コ
ン
サ
ー
ト

中
川
一
政
バ
ー
ス
デ
イ
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
：
令
和
7
年
2
月
14
日（
金
）

令
和
６
年
度 

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

※ 

都
合
に
よ
り
変
更
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

最
新
情
報
を
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
電
話
等
で
確
認
の 

う
え
来
館
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▼
講
座
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等

「
中
川
一
政
文
集
を
読
む
―『
中
川
一
政
文
選
』⑥
」

日
時
： 

6
月
15
日（
土
）、8
月
17
日（
土
）、10
月
19
日（
土
）、

12
月
21
日（
土
）、7
年
2
月
15
日（
土
）11
時
〜

夏
休
み
キ
ッ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム「
一
政
に
挑
戦
！
油
絵
体
験
」

日
時
：
7
月
28
日（
日
）全
日

対
象
：
小
学
4
年
生
〜
中
学
生
／
定
員
：
10
人
程
度

0
歳
か
ら
の
家
族
鑑
賞
会「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
ス
タ
ー
ト
」

日
時
：
10
月
20
日（
日
）午
後
、21
日（
月
・
休
館
日
）午
前

対
象
：
0
歳
か
ら
未
就
学
児
と
そ
の
家
族
／
要
申
し
込
み

講
師
： 

N
P
O
法
人
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
の
ア
ー
ト
フ
レ
ン
ド

シ
ッ
プ
協
会

美
術
館
句
会（
開
催
日
調
整
中
）

▼
対
話
型
鑑
賞
の
ス
ス
メ

未
就
学
児
か
ら
児
童
生
徒
を
対
象
に
、対
話
型
の

鑑
賞
を
随
時
実
施
し
て
い
ま
す
。子
供
た
ち
の
主
体

的
な
発
言
と
対
話
か
ら
鑑
賞
を
深
め
、多
様
性
を
認

め
合
う
心
も
育
ま
れ
ま
す
。気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

特
　
典　

 
入
館
料
フ
リ
ー（
特
別
展
は
別
途
必
要
）、企
画

展
ほ
か
各
種
催
し
案
内
、別
館
喫
茶
室
優
待
、

館
報
の
送
付
等

年
会
費　

一
般　

１
０
０
０
円
、高
校
生　

５
０
０
円

期
　
間　

令
和
6
年
4
月
1
日
〜
令
和
7
年
3
月
31
日

開
館
時
間　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時（
入
館
は
4
時
30
分
ま
で
）

休
館
日　

 

毎
週
月
曜
日（
祝
休
日
の
場
合
は
次
の
平
日
）

及
び
12
／
29
〜
1
／
3

入
館
料　

 

一　

般　

２
０
０（
１
０
０
）円

高
校
生　

１
０
０（　

５
０
）円

※
特
別
展
は
別
途
設
定
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※（　

）は
20
名
以
上
の
団
体
料
金
で
す
。

※
障
が
い
者
手
帳
を
提
示
の
方
と
そ
の
介
護
者
1
名
は
無
料
で
す
。

※
毎
月
第
3
日
曜
日（
家
庭
の
日
）は
、市
民
の
入
館
が
無
料
で
す
。

令
和
６
年
度 

友
の
会 

会
員
募
集

利
用
案
内

題
字
揮
毫　

中
川
一
政
（
提
供　

北
國
新
聞
社
）

白
山
市
立
松
任
中
川
一
政
記
念
美
術
館 

館
報

独
行
道 

第
三
十
二
号

　

発
行　

２
０
２
４（
令
和
６
）年
3
月

　

編
集　

白
山
市
立
松
任
中
川
一
政
記
念
美
術
館

　
　
　
　

〒
924
―
0888　

石
川
県
白
山
市
旭
町
61
番
地
1

　
　
　
　

電
話
／
FAX　

0
7
6（
2
7
5
）7
5
3
2

東京
大阪

白山市立松任
中川一政記念美術館

真鶴町立
中川一政美術館

8
倉光

博物館 松任城址公園

立体P
P千代女の里

俳句館

◆周辺の地図

﹇
交
通
ア
ク
セ
ス
の
ご
案
内
﹈

電　

車
：
I
R
い
し
か
わ
鉄
道
松
任
駅
※
下
車（
南
口
）徒
歩
１
分

※
普
通
列
車
で
金
沢
駅
か
ら
約
10
分
、
小
松
駅
か
ら
約
20
分

東
京
方
面 

北
陸
新
幹
線
利
用 

約
２
時
間
30
分

大
阪
方
面 

特
急
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
・
北
陸
新
幹
線
利
用 

約
２
時
間
30
分

名
古
屋
方
面 

特
急
し
ら
さ
ぎ
・
北
陸
新
幹
線
利
用 

約
３
時
間

航
空
機
：
小
松
空
港
か
ら
車
で
松
任
方
面
へ
約
40
分

バ　

ス
：
北
鉄
バ
ス
松
任
停
留
所
下
車
、
松
任
駅
方
向
へ
徒
歩
３
分

車　
　

：
北
陸
自
動
車
道 

白
山
Ｉ
Ｃ
よ
り
白
山
市
街
・
松
任
駅
方
向
へ
約
10
分

駐
車
場
：
専
用
無
料
駐
車
場
８
台

い
よ
い
よ
美
術
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画
が
動
き
だ
し
ま
し

た
。（
↓
5
頁
ト
ピ
ッ
ク
ス
）　

現
在
の
本
館
は
約
4
0
0
㎡
と

小
さ
め
で
す
が
、
建
物
を
上
か
ら
見
る
と
一
政
先
生
が
愛
し
た

薔
薇
の
形
が
モ
チ
ー
フ
で
す
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、
展
示
室
を
巡
り
一
政
ワ
ー
ル
ド
を
堪

能
で
き
る
空
間
を
生
か
し
つ
つ
、
来
館
の
皆
様
に
、
よ
り
豊
か

な
鑑
賞
体
験
と
寛
ぎ
を
提
供
す
る
こ
と
、
そ
し
て
5
0
0
点
を

超
え
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
魅
力
を
発
信
し
続
け
次
代
に
伝
え
て

い
く
こ
と
を
大
切
に
進
め
て
い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ

さ
い
。（
T
）

後　

記

八


